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第
三
期
目
に
入
る
「
グ
ロ
l
バ

リ
ゼ
!
シ
ョ
ン
研
究」

共
同
研
究
「
グ
ロ
l
パ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン
研
究」
は、
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
の
十
五
の
「
共
同
研
究」
の
う
ち
で

と
く
に
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る。
二
O
O
三
年一
二
月
の
第一
回
報
告
か
ら
二
O
O
九

年
二
月
の
第
四
六
回
研
究
報
告
ま
で
の
第一
期
1
第
二
期
を
経
て、
い
よ
い
よ
第
三
期
目
に
入
る。
私
は
二
O
O
五
年

三
月
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
代
表
を
引
き
継
い
だ
の
で、
こ
の
「
共
同
研
究」
が
作
ら
れ
た
経
緯
は
く
わ
し
く
は

存
じ
上
げ
な
い。
し
か
し
お
そ
ら
く
二
つ
の
理
由
か
ら
研
究
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う。

一
つ
は一
九
八
九
年
二一
月
の
「
冷
戦
終
結
宣
言」
後
の
現
代
世
界
の
新
し
い
変
容
を
知
る
上
で、
国
際
金
融
情
勢

の
研
究
が
政
治
的・
経
済
的・
思
想
的
に
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
と
い
う
学
問
的
関
心、
も
う
ひ
と
つ
は
二
O
O一
年

九
月一
一
日
の
「
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
爆
破
事
件」
の
発
生
に
端
を
発
す
る
「
イ
ラ
ク
戦
争」
(
二
O
O
三
年)
な
ど

の
「
東
西
対
決」
に
代
わ
る
新
し
い
民
族
問
題
や
国
際
関
係
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
ど
う
読
み
解
い
た
ら
よ
い
か
と
い
う

理
由
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。

し
た
が
っ
て、
こ
の
「
共
同
研
究」
は、
「
グ
ロ
l
バ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン」
と
い
う
名
で
ひ
と
頃
問
題
視
さ
れ
た
ア
メ

リ
カ
の
「
覇
権
主
義」
や
歯
止
め
の
な
い
利
潤
至
上
主
義
を
唱
え
る
「
市
場
原
理」
を
め
ぐ
る
問
題
だ
け
を
研
究
し
て

き
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い。
そ
の
こ
と
は
講
師
の
先
生
方
の
タ
イ
ト
ル
を
い
く
つ
か
例
示
す
れ
ば

3 

た
だ
ち
に
わ
か
る
で
あ
ろ
う。
大
木
英
夫
「
近
代
化
と
グ
ロ
I
パ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン」
(
第
二
回)、
速
水
優
「
経
済
の
グ



ロ
1
パ
リ
ゼ
1
シ
ョ
ン」
(
第
五
回)、
坂
本
義
和
「
グ
ロ
!
バ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン
と
政
治」
(
第
七
回)、
加
藤
哲
郎
「
グ

4 

ロ
l
バ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン
と
情
報」
(
第一
二
回)、
中
村
健五口
「
E
U
と
い
う
名
の
帝
国
ーー
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
欧
州
統

合
の
も
と
で
の
国
家
性
の
変
容」
(
第
二
七
回)、
樋
口
陽一
「
グ
ロ
l
バ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン
下
の
『
過
去
の
清
算』
(
第

二
九
回)、
山
室
信一
「
グ
ロ
l
パ
リ
ズ
ム
と
リ
l
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
相
克
||
近
代
日
本
の
挑
戦
と
挫
折
||」
(
第

三
O
回)、
宮
本
太
郎
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
福
祉
ガ
パ
ナ
ン
ス
||
脱
『
格
差
社
会』
の
可
能
性
||」
(
第

三
四
回)、
小
杉
泰
「
イ
ス
ラ
1
ム
復
興
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会」
(
第
三
五
回)、
板
垣
雄
三
「
タ
ウ
ヒ
l

ド
を
参
照
軸
と
し
て
み
る
グ
ロ
l
バ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン」
(
第
三
九
回)、
下
斗
米
伸
夫
「
二
つ
の
ロ
シ
ア
ーー
古
儀
式

派・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム・
国
家」
(
第
四
O
回)、
豊
下
楢
彦
「『
国
際
貢
献』
論
と
集
団
的
自
衛
権」
(
第
四一
回)、

小
島
晋
治
「
中
国
に
お
け
る
民
主
主
義
改
革
派
の
登
場
と
そ
の
思
想」
(
第
四
四
回)、
障
峻
衆
三
「
グ
ロ
ー
バ
ル
下、

日
本
が
直
面
す
る
食
料・
農
業
問
題」
(
第
四
五
回)、
浅
野
栄

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
経
済
と
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学」
(
第

四
六
回)。

二
O
O
九
年
四
月
か
ら
は
新
し
い
第
三
期
計
画
が
始
ま
る
が、
折
し
も
二
O
O
八
年
九
月
の
「
リ
l
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー

ス
社」
の
破
綻
に
よ
る
「
金
融
大
不
況」
が
発
生
し、
現
在
世
界
中
で
人
類
の
真
の
幸
福
と
平
和
を
求
め
る
思
想
や
理

論
が
求
め
ら
れ
て
い
る。
そ
の
意
味
で
「
グ
ロ
l
バ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン
研
究」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
性
を
ま
す
ま
す
痛

感
し
て
い
る。

聖
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院
大
学
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